
時間

技術 3 

技術 2

技術 1

技術 4
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新規の技術は
既存の技術の
組合せ
で生まれる

親が子を残す
ように．．．



時間

技術1
技術2
技術3
技術4
技術5
技術6
技術7
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

テクニウム
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テクノロジーの「進化」 （複雑系理論）

（ケヴィン・ケリー2014; ブライアン・アーサー2011; ステュアート・カウフマン 2002)



テクノロジーの「進化」を加速するには？
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生態系の進化は:
•高温、多湿

⇒ 進化が加速。多様性増加。 (J. H. Brown, 2014)

テクノロジーの生態系の進化は：

•良好な経済環境。

⇒ 企業活動が活発。イノベーション進む。
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テクノロジーの「進化」を加速するには？



温暖化対策の教訓・・・

• 省エネ法： アフォーダブルな省エネを推進

• 研究開発国プロ（サンシャイン、ムーンライト）： 火力発電、ヒートポ
ンプ等で一定の成果（木村2015）

• FIT ： PVを大量導入、６９兆円の追加費用(朝野2017) 。ＰＶコスト高止ま
り（野村・天野2014）。系統統合の課題未解決。日本メーカー敗北（中田2016)。
政府の失敗。
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再エネ等の大量導入

CO2の直線的削減

第１の迂回戦略

好循環

第２の迂回戦略

二重の迂回戦略(doubly oblique approach)
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現在 温暖化対策イノベーション

温暖化問題の解決

科学技術全般のイノベーション

活力ある経済

現在

政府の失敗

ブラック・スワン

アフォーダブルな技術

汎用目的技術



再エネ等の大量導入

CO2の直線的削減

第１の迂回戦略

好循環

第２の迂回戦略

二重の迂回戦略(doubly oblique approach)
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現在 温暖化対策イノベーション

温暖化問題の解決

科学技術全般のイノベーション

活力ある経済

現在

政府の失敗

ブラック・スワン

アフォーダブルな技術

汎用目的技術

政府の役割



温暖化対策における政府の役割

1. 経済成長とイノベーションの好循環を実現。
それを妨げる「余計な事をしない」。

2. 基礎研究・技術開発への投資をする。
3. 科学技術全般のイノベーションに合わせて制

度を改革する。時代遅れになる前に。
4. アフォーダブルになったＣＯ２削減策を実施に

移してゆく。

28



ソサエティ5.0 (内閣府）
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温暖化対策技術 赤

温暖化適応技術 青

ＧＰＴの応用 全て

科学技術全般の進歩
≒
ＧＰＴの進歩
≒

アフォーダブルな温暖
化対策技術の誕生
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第Ｉ部 地球温暖化リスクへの対応戦略
第ＩＩ部 イノベーションによる温室効果ガ
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第ＩＩＩ部 温暖化対策のイノベーションを

促進する為の政策のあり方
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